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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロントバンパリインフォースの車両後方側に配置された冷却系を枠状に構成されたラ
ジエータサポートにマウント支持する車両用冷却系支持構造であって、
　前面衝突時にフロントバンパリインフォースが車両後方側へ変位することにより、当該
変位を利用してラジエータサポートの側縁側への固定状態を解除させてラジエータサポー
トの上縁側へのマウント支持点を中心としてラジエータサポートの上縁側と下縁側の上下
複数ヶ所でマウント支持された冷却系を車両後方側かつ車両上方側へ回転変位させる回転
変位手段を備えており、
　さらに、前記回転変位手段は、冷却系の底面とラジエータサポートの下縁側との間に配
置され冷却系のマウント支持部が設定される下部と、冷却系の側面とラジエータサポート
の側縁側との間に配置されラジエータサポートの側縁側に固定される上部と、を含むブラ
ケットを有し、さらに当該ブラケットの上部にはフロントバンパリインフォースからの車
両後方側への荷重入力により当該上部の固定状態を解除して当該ブラケットを車両後方側
へ変位させる後方変位手段が付加されている、
　ことを特徴とする車両用冷却系支持構造。
【請求項２】
　フロントバンパリインフォースの車両後方側に配置された冷却系を枠状に構成されたラ
ジエータサポートにマウント支持する車両用冷却系支持構造であって、
　前面衝突時にフロントバンパリインフォースが車両後方側へ変位することにより、当該
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変位を利用してラジエータサポートの側縁側への固定状態を解除させてラジエータサポー
トの上縁側へのマウント支持点を中心としてラジエータサポートの上縁側と側縁側の上横
複数ヶ所でマウント支持された冷却系を車両後方側かつ車両上方側へ回転変位させる回転
変位手段を備えており、
　さらに、前記回転変位手段は、冷却系の側面とラジエータサポートの側縁側との間に配
置されると共に当該ラジエータサポートの側縁側に固定されかつ冷却系のマウント支持部
が設定されたブラケットを有し、さらに当該ブラケットにはフロントバンパリインフォー
スからの車両後方側への荷重入力により自身の固定状態を解除して当該ブラケットを車両
後方側へ変位させる後方変位手段が付加されている、
　ことを特徴とする車両用冷却系支持構造。
【請求項３】
　前記後方変位手段は、前記ブラケットに形成された車両前後方向に長い長孔と、当該長
孔の後端側にてブラケットとラジエータサポートの側縁側とを締結する締結具と、通常は
当該締結具を長孔の後端側に保持しかつ所定値以上の車両後方側への荷重がブラケットに
作用することにより破断又は変形して締結具による締結点を長孔の後端側から前端側へ相
対的に変位させる脆弱部と、を含んで構成されている、
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２記載の車両用冷却系支持構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フロントバンパリインフォースの車両後方側に配置された冷却系を略枠状に
構成されたラジエータサポートにマウント支持する車両用冷却系支持構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の車体前部構造では、前面衝突時に車体前部を効果的にクラッシュさせることによ
り、前面衝突時のエネルギーを吸収させていた。具体的には、フロントバンパリインフォ
ースの長手方向の両端部と左右一対のフロントサイドメンバの前端部との間にクラッシュ
ボックスをそれぞれ介在させておき、前面衝突時にフロントバンパリインフォースが車両
後方側へ変位すると、クラッシュボックスが軸圧縮変形し、これにより前面衝突時のエネ
ルギーが吸収される構造が多用されている。
【特許文献１】特開平１０‐２６４８５６号公報
【特許文献２】特開２００２‐２８６３９２号公報
【特許文献２】特開２００２‐３６２１７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記構成による場合、通常、フロントバンパリインフォースの車両後方
側にはラジエータ等の冷却系並びにエンジン部品が僅かな隙間を隔てて配置されているた
め、フロントバンパリインフォースの車両後方側への変位によって冷却系がエンジン部品
に干渉する等して損傷を受ける可能性がある。
【０００４】
　なお、最近、ロングホイールベース及びショートオーバーハングの車両デザインが採用
される傾向があるが、かかる車両デザインを採用した場合には、フロントバンパリインフ
ォース、冷却系、エンジン相互間の隙間が極僅かしかとれないことから、前記問題がより
一層懸念される。
【０００５】
　さらに、車種によってはエンジンルームの下部に配置されるサスペンションメンバのフ
ロントクロスメンバにラジエータサポートが固定されているものがある。このような車種
では、前面衝突時にラジエータサポートを利用して冷却系の変位をコントロールするとい
った手法を使うことができないという事情にも配慮する必要がある。
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【０００６】
　本発明は上記事実を考慮し、前面衝突時に冷却系が損傷を受けるのを効果的に抑制又は
防止することができる車両用冷却系支持構造を得ること、特にラジエータサポートの下縁
側がサスペンションメンバに固定されている車種に好適な車両用冷却系支持構造を得るこ
とが目的である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１記載の本発明に係る車両用冷却系支持構造は、フロントバンパリインフォース
の車両後方側に配置された冷却系を枠状に構成されたラジエータサポートにマウント支持
する車両用冷却系支持構造であって、前面衝突時にフロントバンパリインフォースが車両
後方側へ変位することにより、当該変位を利用してラジエータサポートの側縁側への固定
状態を解除させてラジエータサポートの上縁側へのマウント支持点を中心としてラジエー
タサポートの上縁側と下縁側の上下複数ヶ所でマウント支持された冷却系を車両後方側か
つ車両上方側へ回転変位させる回転変位手段を備えており、さらに、前記回転変位手段は
、冷却系の底面とラジエータサポートの下縁側との間に配置され冷却系のマウント支持部
が設定される下部と、冷却系の側面とラジエータサポートの側縁側との間に配置されラジ
エータサポートの側縁側に固定される上部と、を含むブラケットを有し、さらに当該ブラ
ケットの上部にはフロントバンパリインフォースからの車両後方側への荷重入力により当
該上部の固定状態を解除して当該ブラケットを車両後方側へ変位させる後方変位手段が付
加されている、ことを特徴としている。
【００１１】
　請求項２記載の本発明に係る車両用冷却系支持構造は、フロントバンパリインフォース
の車両後方側に配置された冷却系を枠状に構成されたラジエータサポートにマウント支持
する車両用冷却系支持構造であって、前面衝突時にフロントバンパリインフォースが車両
後方側へ変位することにより、当該変位を利用してラジエータサポートの側縁側への固定
状態を解除させてラジエータサポートの上縁側へのマウント支持点を中心としてラジエー
タサポートの上縁側と側縁側の上横複数ヶ所でマウント支持された冷却系を車両後方側か
つ車両上方側へ回転変位させる回転変位手段を備えており、さらに、前記回転変位手段は
、冷却系の側面とラジエータサポートの側縁側との間に配置されると共に当該ラジエータ
サポートの側縁側に固定されかつ冷却系のマウント支持部が設定されたブラケットを有し
、さらに当該ブラケットにはフロントバンパリインフォースからの車両後方側への荷重入
力により自身の固定状態を解除して当該ブラケットを車両後方側へ変位させる後方変位手
段が付加されている、ことを特徴としている。
【００１２】
　請求項３記載の本発明に係る車両用冷却系支持構造は、請求項１又は請求項２記載の発
明において、前記後方変位手段は、前記ブラケットに形成された車両前後方向に長い長孔
と、当該長孔の後端側にてブラケットとラジエータサポートの側縁側とを締結する締結具
と、通常は当該締結具を長孔の後端側に保持しかつ所定値以上の車両後方側への荷重がブ
ラケットに作用することにより破断又は変形して締結具による締結点を長孔の後端側から
前端側へ相対的に変位させる脆弱部と、を含んで構成されている、ことを特徴としている
。
【００２０】
　請求項１記載の本発明によれば、冷却系がラジエータサポートの上縁側と下縁側の上下
複数ヶ所でマウント支持されている構造を前提とし、以下の作用が得られる。
【００２１】
　すなわち、本発明では、冷却系の底面及び側面とラジエータサポートの下縁側及び側縁
側との間にブラケットが介在されており、通常時においては、ブラケットの下部に設定さ
れたマウント支持部にて冷却系の下端部がマウント支持されており、又ブラケットの上部
はラジエータサポートの側縁側に固定されている。
【００２２】
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　この状態から、前面衝突時になると、フロントバンパリインフォースから車両後方側へ
の荷重入力により、後方変位手段によってブラケットの上部とラジエータサポートの側縁
側との固定状態が解除される。ブラケットの下部はラジエータサポートの下縁側には固定
されていないので、ブラケットの上部の固定状態が解除されると、ブラケットは車両後方
側へ変位することができる。これにより、冷却系はラジエータサポートの上縁側のマウン
ト支持点を中心として車両後方側かつ車両上方側へ回転変位される。
【００２３】
　このように本発明では、冷却系とラジエータサポートの下縁側及び側縁側との間にブラ
ケットを介在させ、ブラケットの下部側で冷却系の下縁側のマウント支持を確保し、ブラ
ケットの上部側にブラケットとラジエータサポートとの固定状態を解除する後方変位手段
を設ける構造を付加したので、冷却系のマウント支持点がラジエータサポートの上下であ
る場合に好適であり、かつ後方変位手段による固定解除荷重の管理だけを行えば安定した
作動が得られる。
【００２４】
　請求項２記載の本発明によれば、冷却系がラジエータサポートの上縁側と側縁側の上横
複数ヶ所でマウント支持されている構造を前提とし、以下の作用が得られる。
【００２５】
　すなわち、本発明では、冷却系の側面とラジエータサポートの側縁側との間にブラケッ
トが介在されており、通常時においては、当該ブラケットに設定されたマウント支持部に
て冷却系の側部がマウント支持されており、又ブラケットはラジエータサポートの側縁側
に固定されている。
【００２６】
　この状態から、前面衝突時になると、フロントバンパリインフォースから車両後方側へ
の荷重入力により、後方変位手段によってブラケットとラジエータサポートの側縁側との
固定状態が解除される。このため、ブラケットは車両後方側へ変位することができる。こ
れにより、冷却系はラジエータサポートの上縁側のマウント支持点を中心として車両後方
側かつ車両上方側へ回転変位される。
【００２７】
　このように本発明では、冷却系とラジエータサポートの側縁側との間にブラケットを介
在させ、当該ブラケットで冷却系の側縁側のマウント支持を確保し、かつ当該ブラケット
にブラケットとラジエータサポートとの固定状態を解除する後方変位手段を設ける構造を
付加したので、冷却系のマウント支持点がラジエータサポートの上と横である場合に好適
であり、かつ後方変位手段による固定解除荷重の管理だけを行えば安定した作動が得られ
る。
【００２８】
　請求項３記載の本発明によれば、ブラケットに前面衝突時の荷重が入力される前の通常
の状態では、脆弱部によって、ブラケットに形成された長孔の後端側に、ブラケットとラ
ジエータサポートの側縁側とを締結する締結具が保持される。そして、前面衝突時に所定
値以上の車両後方側への荷重がブラケットに作用すると、脆弱部が破断又は変形すること
により、締結具による締結点が長孔の後端側から前端側へ相対的に変位される。
【００２９】
　このように本発明では、後方変位手段を長孔及び脆弱部と締結具とによって構成したの
で、ブラケット側には長孔と脆弱部を設ければよい。従って、締結具以外の構成が一部品
（ブラケット）に集約される。
【発明の効果】
【００３０】
　以上説明したように、請求項１記載の本発明に係る車両用冷却系支持構造は、前面衝突
時にフロントバンパリインフォースが車両後方側へ変位することにより、当該変位を利用
してラジエータサポートの側縁側への固定状態を解除させてラジエータサポートの上縁側
へのマウント支持点を中心としてラジエータサポートの上縁側と側縁側の上横複数ヶ所で
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マウント支持された冷却系を車両後方側かつ車両上方側へ回転変位させる回転変位手段を
備えているので、前面衝突時に冷却系が損傷を受けるのを効果的に抑制又は防止すること
ができるという優れた効果を有する。
 
【００３１】
　特に、本発明に係る車両用冷却系支持構造は、前面衝突時にラジエータサポートを動か
すことなく、冷却系を車両後方側かつ車両上方側へ退避させることができるので、ラジエ
ータサポートの下縁側がサスペンションメンバに固定されている車種に対しても適用が可
能であるという優れた効果を有する。
【００３４】
　また、請求項１記載の本発明に係る車両用冷却系支持構造は、回転変位手段は、冷却系
の底面とラジエータサポートの下縁側との間に配置され冷却系のマウント支持部が設定さ
れる下部と、冷却系の側面とラジエータサポートの側縁側との間に配置されラジエータサ
ポートの側縁側に固定される上部と、を含むブラケットを有し、さらに当該ブラケットの
上部にフロントバンパリインフォースからの車両後方側への荷重入力により当該上部の固
定状態を解除して当該ブラケットを車両後方側へ変位させる後方変位手段を付加したので
、後方変位手段による固定解除荷重の管理だけを行えば安定した作動が得られ、その結果
、冷却系のマウント支持点がラジエータサポートの上と横である車種に対して好適である
と共に、比較的容易に設計することができるという優れた効果を有する。
【００３５】
　請求項２記載の本発明に係る車両用冷却系支持構造は、回転変位手段は、冷却系の側面
とラジエータサポートの側縁側との間に配置されると共に当該ラジエータサポートの側縁
側に固定されかつ冷却系のマウント支持部が設定されたブラケットを有し、さらに当該ブ
ラケットにフロントバンパリインフォースからの車両後方側への荷重入力により自身の固
定状態を解除して当該ブラケットを車両後方側へ変位させる後方変位手段を付加したので
、後方変位手段による固定解除荷重の管理だけを行えば安定した作動が得られ、その結果
、冷却系のマウント支持点がラジエータサポートの上と横である車種に対して好適である
と共に、比較的容易に設計することができるという優れた効果を有する。
【００３６】
　請求項３記載の本発明に係る車両用冷却系支持構造は、請求項１又は請求項２記載の発
明において、ブラケットに形成された車両前後方向に長い長孔と、当該長孔の後端側にて
ブラケットとラジエータサポートの側縁側とを締結する締結具と、通常は当該締結具を長
孔の後端側に保持しかつ所定値以上の車両後方側への荷重がブラケットに作用することに
より破断又は変形して締結具による締結点を長孔の後端側から前端側へ相対的に変位させ
る脆弱部と、を含んで後方変位手段を構成したので、締結具以外の構成を一部品（ブラケ
ット）で済ませることができ、その結果、低コスト化、省スペース化、及び軽量化を図る
ことができるという優れた効果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　〔第１実施形態〕
　以下、図１～図３を用いて、第１実施形態について説明する。なお、この第１実施形態
は参考例とする。また、これらの図において適宜示される矢印ＦＲは車両前方側を示して
おり、矢印ＵＰは車両上方側を示しており、矢印ＯＵＴは車両幅方向外側を示している。
【００３８】
　図１には、冷却系１０周りの全体構成が正面図と側面図で示されている。
【００３９】
　この図に示されるように、車両の前端部には、フロントバンパリインフォース１２を含
んで構成されたフロントバンパが配設されている。フロントバンパリインフォース１２は
断面形状が矩形状とされた長尺状部材であり、車両幅方向を長手方向としてフロントバン
パカバーの内側に配置されている。なお、フロントバンパリインフォースの構成には種々
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あり、本実施形態のように二枚の板材を使って矩形の閉断面構造としたもの（図面上は一
部品として描いている。）を用いてもよいし、一枚の板材を使ってコ字状の開断面構造と
したものを用いてもよい。
【００４０】
　また、車両前部の両サイドには図示しない左右一対のフロントサイドメンバが車両前後
方向を長手方向として配置されており、更に各フロントサイドメンバの前端部とフロント
バンパリインフォース１２の長手方向の端部との間には車両前後方向に長い筒型形状とさ
れた図示しないクラッシュボックスが介在されている。クラッシュボックスは、フロント
バンパリインフォース１２から車両後方側への所定値以上の衝突荷重が入力されることに
より軸圧縮変形してエネルギー吸収を行う部材であるが、必ず設定されるというものでは
ない。
【００４１】
　上述したフロントバンパリインフォース１２とその車両後方側に配置された図示しない
エンジン部品（エンジン前端部品）との間には、車両前後方向の幅が狭いスペースが形成
されている。このスペースには、ラジエータコア、ファン、ファンシュラウド等から成り
、略矩形枠状に構成されたラジエータサポート１４によってボディー側に支持された冷却
系１０が配設されている。
【００４２】
　ラジエータサポート１４は、上縁側を構成するラジエータサポートアッパ１６と、下縁
側を構成するラジエータサポートロア１８と、両者の両端部を車両上下方向に繋ぐ左右一
対の両側部（縦柱）２０と、によって構成されている。
【００４３】
　冷却系１０は、上記ラジエータサポート１４のラジエータサポートアッパ１６及びラジ
エータサポートロア１８の上下合計４箇所でマウント支持されている。なお、以下におい
ては、ラジエータサポートアッパ１６側への支持点を「上側マウント支持部３２」と称し
、ラジエータサポートロア１８側への支持点を「下側マウント支持部３４」と称す。
【００４４】
　ここで、上述したフロントバンパリインフォース１２の長手方向の両端部近傍の背面（
車両後方側の面）側には、側面視で略Ｌ字状に形成された回転変位手段としての左右一対
のダメージャブラケット２６が配設されている。また、これに対応して、冷却系１０の両
側面には、車両幅方向を軸方向として配置された回転変位手段としての左右一対の突起部
２８がそれぞれ立設されている。以下、ダメージャブラケット２６及び突起部２８につい
て詳細に説明する。
【００４５】
　図２には、ダメージャブラケット２６の斜視図が示されている。この図に示されるよう
に、ダメージャブラケット２６は、フロントバンパリインフォース１２の背面に固定され
る取付面２６Ａと、高さ方向中間部に配置され車両後方側へ向かうにつれて高さが徐々に
減少する傾斜面２６Ｂと、この傾斜面２６Ｂの上端部から取付面２６Ａに対して平行に立
ち上がる垂直面２６Ｃと、取付面２６Ａと垂直面２６Ｃとを繋ぐ上端面２６Ｄとを備えて
いる。なお、本実施形態では、ダメージャブラケット２６を樹脂材料によって構成してい
るが、プレス成形や鋳造等による金属製でも差し支えない。
【００４６】
　また、図１に示されるように、ダメージャブラケット２６の取付面２６Ａの高さは、フ
ロントバンパリインフォース１２の高さに一致するように設定されている。また、ダメー
ジャブラケット２６のフロントバンパリインフォース１２の幅方向の取付位置は、正面視
でラジエータサポート１４の側部２０の内側面と冷却系１０の側面との間に形成された隙
間３０と対向する位置に設定されている。さらに、ダメージャブラケット２６のフロント
バンパリインフォース１２への取付状態では、側面視でダメージャブラケット２６の傾斜
面２６Ｂがラジエータサポート１４の側部２０に半分程度重なるように各部の寸法設定が
なされている。また、上端面２６Ｄの前後方向寸法Ａ（図１（Ｂ）参照）は、フロントバ



(7) JP 4729954 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

ンパリインフォース１２が車両後方側へ変位した際にフロントバンパリインフォース１２
と冷却系１０とが干渉するのを防止できる程度の寸法に設定されている。
【００４７】
　一方、突起部２８はピン状に形成されており、ラジエータサポート１４の側部２０の高
さ方向中間部に立設されている。組付状態では、突起部２８がダメージャブラケット２６
の傾斜面２６Ｂの直上に近接して配置されている。従って、仮にダメージャブラケット２
６が車両後方側へ変位すると、突起部２８がダメージャブラケット２６の傾斜面２６Ｂに
干渉する設計となっている。
【００４８】
　次に、本実施形態の作用並びに効果について説明する。
【００４９】
　通常の車両走行時においては、図１（Ａ）、（Ｂ）に示されるように、略枠状に構成さ
れたラジエータサポート１４に冷却系１０がマウント支持されている。
【００５０】
　この状態から前面衝突時になると、図３（Ａ）に示されるように、衝突バリア３６から
フロントバンパリインフォース１２に車両後方側への衝突荷重が入力される。このため、
フロントバンパリインフォース１２は、入力された衝突荷重の大きさに応じて車両後方側
へと変位する。フロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ変位すると、当該フロ
ントバンパリインフォース１２の裏面側に固定されたダメージャブラケット２６も車両後
方側へ変位する。このため、ダメージャブラケット２６の傾斜面２６Ｂに冷却系１０の突
起部２８が干渉する。
【００５１】
　図３（Ｂ）に示されるように、フロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ更に
変位すると、ダメージャブラケット２６の傾斜面２６Ｂによって車両後方側への押圧力が
分解されて車両上方側への分力が発生する。そして、左右の突起部２８がダメージャブラ
ケット２６の傾斜面２６Ｂ上を摺動して昇るにつれて、当該分力によって左右の突起部２
８が車両上方側へ変位する。これにより、冷却系１０が車両上方側（図３（Ｂ）の矢印Ｂ
方向側）へ持ち上げられ、ラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１８への冷
却系１０のマウント支持状態が解除される。
【００５２】
　図３（Ｃ）に示されるように、フロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ更に
変位すると、左右の突起部２８がダメージャブラケット２６の垂直面２６Ｃに当接し、当
該垂直面２６Ｃによって左右の突起部２８が車両後方側へ押圧される。なお、このとき、
フロントバンパリインフォース１２が図３（Ｃ）図示位置まで実際に変位しているのであ
れば、ラジエータサポート１４の両側部（縦柱）２０と干渉するので、両側部２０は左右
逆向きの「く」の字状に変形するが、冷却系１０はフロントバンパリインフォース１２と
干渉しないので損傷を受けることはない（この点については、以降の実施形態においても
同様である。）。上記により、冷却系１０はラジエータサポート１４のラジエータサポー
トアッパ１６へのマウント支持点（上側マウント支持部３２）を中心として車両後方側か
つ車両上方側（図３（Ｃ）の矢印Ｃ方向側）へ回転変位される。
【００５３】
　すなわち、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造によれば、前面衝突時にラジエータ
サポート１４を動かすことなく、冷却系１０を車両後方側かつ車両上方側へ退避させるこ
とができる。その結果、本実施形態によれば、冷却系１０が他部品と干渉して冷却系１０
自体が損傷を受けるのを極力回避（効果的に抑制又は防止）することができる。
【００５４】
　さらに、本実施形態によれば、前記のように前面衝突時にラジエータサポート１４を動
かす構造ではないので、エンジンルームの下部に配置されるサスペンションメンバ２２の
フロントクロスメンバ２４にラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１８が固
定されている車種に対しても適用が可能であり、この点において本構造は非常に有益であ
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る。
【００５５】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、冷却系１０がラジエータサポート
１４のラジエータサポートアッパ１６とラジエータサポートロア１８の上下複数ヶ所でマ
ウント支持されている構造を前提とし、以下の作用が得られる。
【００５６】
　すなわち、前面衝突時にフロントバンパリインフォース１２から車両後方側への荷重が
入力されると、まずダメージャブラケット２６の傾斜面２６Ｂによって冷却系１０が車両
上方側へ持上げられる。これにより、冷却系１０のラジエータサポート１４のラジエータ
サポートロア１８とのマウント支持状態が解除される。続いて、ダメージャブラケット２
６の垂直面２６Ｃによって冷却系１０が車両後方側へ押圧される。これにより、冷却系１
０はラジエータサポート１４のラジエータサポートアッパ１６のマウント支持点を中心と
して車両後方側かつ車両上方側へ回転変位される。
【００５７】
　このように本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、フロントバンパリインフォー
ス１２から入力される車両後方側への荷重を車両上方側への持上げ力と車両後方側への押
圧力とに変換するダメージャブラケット２６を採用したので、前面衝突時の冷却系１０の
退避動作が二種類の動作によって完結される。従って、機構学的に構成を成立させること
が比較的容易にできる。その結果、本実施形態によれば、作動に対する信頼性を向上させ
ることができる。
【００５８】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、冷却系１０を車両上方側へ持上
げる傾斜面２６Ｂと、当該傾斜面２６Ｂと連続しフロントバンパリインフォース１２の車
両後方側への変位をそのまま冷却系１０に伝えて冷却系１０を車両後方側へ変位させる垂
直面２６Ｃと、を有するダメージャブラケット２６によって荷重変換機構を構成したので
、一部品で荷重変換機構（回転変位手段）を構成することができる。その結果、本実施形
態によれば、作動に対する信頼性のより一層の向上と低コスト化とを両立させることがで
きる。
【００５９】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造によれば、ダメージャブラケット２６の
傾斜面２６Ｂの傾斜角度及び上端面２６Ｄの前後方向寸法Ａを変更することにより、冷却
系１０の変位量を容易にチューニングすることができるという利点もある。
【００６０】
　〔第２実施形態〕
　以下、図４を用いて第２実施形態について説明する。なお、この第２実施形態は参考例
とする。また、前述した第１実施形態と同一構成部分については、同一番号を付してその
説明を省略する。
【００６１】
　図４に示されるように、この実施形態では、回転変位手段としてのダメージャブラケッ
ト４０を冷却系１０の側面に設定した点に特徴がある。
【００６２】
　具体的に説明すると、この実施形態では、冷却系１０の側面でフロントバンパリインフ
ォース１２と対向する位置に、側面視で左右逆向きの略「く」の字状に形成されたダメー
ジャブラケット４０が配設されている。ダメージャブラケット４０の上部は斜め前方側へ
突出されており、その下面には傾斜面４０Ａが形成されている。組付状態では、この傾斜
面４０Ａの途中部位がフロントバンパリインフォース１２の背面の上端角部１２Ａが近接
して配置されている。また、ダメージャブラケット４０の下部の前面には、傾斜面４０Ａ
と連続する垂直面４０Ｂが形成されている。この垂直面４０Ｂは、組付状態では、冷却系
１０の前面よりも若干前方側に位置されている。
【００６３】
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　次に、本実施形態の作用並びに効果について説明する。
【００６４】
　通常の車両走行時においては、略枠状に構成されたラジエータサポート１４に冷却系１
０がマウント支持されている。
【００６５】
　この状態から前面衝突時になると、図４（Ａ）に示されるように、衝突バリア３６から
フロントバンパリインフォース１２に車両後方側への衝突荷重が入力される。このため、
フロントバンパリインフォース１２は、入力された衝突荷重の大きさに応じて車両後方側
へと変位する。フロントバンパリインフォース１２の車両後方側への変位量が所定量に達
すると、フロントバンパリインフォース１２の背面の上端角部１２Ａがダメージャブラケ
ット４０の傾斜面４０Ａに干渉する。
【００６６】
　図４（Ｂ）に示されるように、フロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ更に
変位すると、ダメージャブラケット４０の傾斜面４０Ａによって車両後方側への押圧力が
分解されて車両上方側への分力が発生する。このため、フロントバンパリインフォース１
２の背面の上端角部１２Ａがダメージャブラケット４０の傾斜面４０Ａ上を摺動して昇る
につれて、当該分力によって左右のダメージャブラケット４０が車両上方側へ変位する。
これにより、冷却系１０が車両上方側（図４（Ｂ）の矢印Ｂ方向側）へ持ち上げられ、ラ
ジエータサポート１４のラジエータサポートロア１８への冷却系１０のマウント支持状態
が解除される。
【００６７】
　図４（Ｃ）に示されるように、フロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ更に
変位すると、フロントバンパリインフォース１２の背面の上端角部１２Ａが左右のダメー
ジャブラケット４０の垂直面４０Ｂに当接し、当該上端角部１２Ａによって左右のダメー
ジャブラケット４０が車両後方側へ押圧される。これにより、冷却系１０はラジエータサ
ポート１４のラジエータサポートアッパ１６へのマウント支持点（上側マウント支持部３
２）を中心として車両後方側かつ車両上方側（図４（Ｃ）の矢印Ｃ方向側）へ回転変位さ
れる。
【００６８】
　すなわち、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造においても、前述した第１実施形態
と同様に、前面衝突時にラジエータサポート１４を動かすことなく、冷却系１０を車両後
方側かつ車両上方側へ退避させることができる。その結果、本実施形態によれば、冷却系
１０が他部品と干渉して冷却系１０自体が損傷を受けるのを極力回避（効果的に抑制又は
防止）することができる。
【００６９】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造においても、前述した第１実施形態と
同様に、前記のように前面衝突時にラジエータサポート１４を動かす構造ではないので、
エンジンルームの下部に配置されるサスペンションメンバ２２のフロントクロスメンバ２
４にラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１８が固定されている車種に対し
ても適用が可能であり、この点において本構造は非常に有益である。
【００７０】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、冷却系１０がラジエータサポート
１４のラジエータサポートアッパ１６とラジエータサポートロア１８の上下複数ヶ所でマ
ウント支持されている構造を前提とし、以下の作用が得られる。
【００７１】
　すなわち、前面衝突時にフロントバンパリインフォース１２から車両後方側への荷重が
入力されると、まずダメージャブラケット４０の傾斜面４０Ａによって冷却系１０が車両
上方側へ持上げられる。これにより、冷却系１０のラジエータサポート１４のラジエータ
サポートロア１８とのマウント支持状態が解除される。続いて、ダメージャブラケット２
６の垂直面２６Ｃによって冷却系１０が車両後方側へ押圧される。これにより、冷却系１
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０はラジエータサポート１４のラジエータサポートアッパ１６のマウント支持点を中心と
して車両後方側かつ車両上方側へ回転変位される。
【００７２】
　このように本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、フロントバンパリインフォー
ス１２から入力される車両後方側への荷重を車両上方側への持上げ力と車両後方側への押
圧力とに変換するダメージャブラケット２６を採用したので、前面衝突時の冷却系１０の
退避動作が二種類の動作によって完結される。従って、機構学的に構成を成立させること
が比較的容易にできる。その結果、本実施形態によれば、作動に対する信頼性を向上させ
ることができる。
【００７３】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、冷却系１０を車両上方側へ持上
げる傾斜面４０Ａと、当該傾斜面４０Ａと連続しフロントバンパリインフォース１２の車
両後方側への変位をそのまま冷却系１０に伝えて冷却系１０を車両後方側へ変位させる垂
直面４０Ｂと、を有するダメージャブラケット４０によって荷重変換機構を構成したので
、一部品で荷重変換機構（回転変位手段）を構成することができる。その結果、本実施形
態によれば、作動に対する信頼性のより一層の向上と低コスト化とを両立させることがで
きる。
【００７４】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造によれば、ダメージャブラケット４０の
傾斜面４０Ａの傾斜角度及び下端面４０Ｃの前後方向寸法Ａ’を変更することにより、冷
却系１０の変位量を容易にチューニングすることができるという利点もある。
【００７５】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造に特有の効果として、ダメージャブラ
ケット４０を冷却系１０の側面に設けることにより、回転変位手段及び荷重変換機構を一
部品で構成することができるので、第１実施形態よりも部品点数が少なくなり、コストダ
ウンを図ることができる。
【００７６】
　〔第３実施形態〕
　以下、図５～図８を用いて第３実施形態について説明する。なお、この第３実施形態は
参考例とする。また、前述した第１実施形態等と同一構成部分については、同一番号を付
してその説明を省略する。
【００７７】
　図５には、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造の全体構成を示す正面図が示されて
いる。また、図６には、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造の要部拡大斜視図が示さ
れている。
【００７８】
　これらの図に示されるように、この実施形態では、リンク機構５０を使って回転変位手
段が構成されている点に特徴がある。
【００７９】
　具体的に説明すると、この実施形態では、フロントバンパリインフォース１２と冷却系
１０との間に第１リンク５２及び第２リンク５４から成るリンク機構５０が配設されてい
る。第１リンク５２の前端部は冷却系１０の背面下部に設けられた取付座５６にヒンジピ
ン５８を介して相対回転可能に連結されている。
【００８０】
　一方、ラジエータサポートロア１８は車両後方側へ多少延長されており、その上面には
取付座６０が立設されている。取付座６０には第２リンク５４の後端部がヒンジピン６２
を介して相対回転可能に連結されている。第１リンク５２及び第２リンク５４は側面視で
略山形に配置されて、第１リンク５２の後端部と第２リンク５４の前端部とが軸長が比較
的長い中間ピン６４によって相対回転可能に連結されている。さらに、冷却系１０の側面
には、組付状態において中間ピン６４の直上となる位置に回転変位手段としての略円弧面
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形状の突起部６６が立設されている。なお、突起部６６は車両上方側に凸となるように配
置されている。
【００８１】
　次に、この実施形態の作用並びに効果について説明する。
【００８２】
　通常の車両走行時においては、略枠状に構成されたラジエータサポート１４に冷却系１
０がマウント支持されている。
【００８３】
　この状態から前面衝突時になると、図７（Ａ）に示されるように、衝突バリア３６から
フロントバンパリインフォース１２に車両後方側への衝突荷重が入力される。このため、
フロントバンパリインフォース１２は、入力された衝突荷重の大きさに応じて車両後方側
へと変位する。フロントバンパリインフォース１２の車両後方側への変位量が増加するに
つれて第１リンク５２と第２リンク５４のなす角が狭くなる方向へ回転変位し、同時に中
間ピン６４が突起部６６の下面に接近していく（図８（Ａ）参照）。
【００８４】
　図７（Ｂ）に示されるように、フロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ更に
変位すると、第２リンク５４が後端部のヒンジピン６２回りに揺動し、中間ピン６４が突
起部６６を下から上へ（図８（Ｂ）の矢印Ｂ方向へ）突き上げる。これにより、冷却系１
０が車両上方側へ持ち上げられて、ラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１
８への冷却系１０のマウント支持状態が解除され、冷却系１０を図７（Ｂ）の矢印Ｄ方向
へ回転変位させる。
【００８５】
　図７（Ｃ）に示されるように、フロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ更に
変位すると、第１リンク５２と第２リンク５４とのなす角は更に鋭角となり、中間ピン６
４が突起部６６を略車両後方側（図８（Ｃ）の矢印Ｅ方向側）へ押圧する。これにより、
冷却系１０はラジエータサポート１４のラジエータサポートアッパ１６へのマウント支持
点（上側マウント支持部３２）を中心として車両後方側かつ車両上方側（図７（Ｃ）の矢
印Ｃ方向側）へ回転変位される。なお、この段階では、第２リンク５４が後端部のヒンジ
ピン６２を支点として車両後方側かつ車両下方側（図７（Ｃ）の矢印Ｆ方向側）へ倒れ込
む変位モードに変わっていく。
【００８６】
　すなわち、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造においても、前述した第１実施形態
と同様に、前面衝突時にラジエータサポート１４を動かすことなく、冷却系１０を車両後
方側かつ車両上方側へ退避させることができる。その結果、本実施形態によれば、冷却系
１０が他部品と干渉して冷却系１０自体が損傷を受けるのを極力回避（効果的に抑制又は
防止）することができる。
【００８７】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造においても、前述した第１実施形態と
同様に、前記のように前面衝突時にラジエータサポート１４を動かす構造ではないので、
エンジンルームの下部に配置されるサスペンションメンバ２２のフロントクロスメンバ２
４にラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１８が固定されている車種に対し
ても適用が可能であり、この点において本構造は非常に有益である。
【００８８】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、冷却系１０がラジエータサポート
１４のラジエータサポートアッパ１６とラジエータサポートロア１８の上下複数ヶ所でマ
ウント支持されている構造を前提とし、以下の作用が得られる。
【００８９】
　すなわち、前面衝突時にフロントバンパリインフォース１２から車両後方側への荷重が
入力されると、まずリンク機構５０が狭まる方向へ回転変位し、中間ピン６４及び突起部
６６によって冷却系１０が車両上方側へ持上げられる。これにより、冷却系１０のラジエ
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ータサポート１４のラジエータサポートロア１８とのマウント支持状態が解除される。続
いて、リンク機構５０が更に車両後方側へ傾倒されるにつれて中間ピン６４及び突起部６
６を介して冷却系１０が車両後方側へ押圧される。これにより、冷却系１０はラジエータ
サポート１４のラジエータサポートアッパ１６のマウント支持点を中心として車両後方側
かつ車両上方側へ回転変位される。
【００９０】
　このように本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、フロントバンパリインフォー
ス１２から入力される車両後方側への荷重を車両上方側への持上げ力と車両後方側への押
圧力とに変換するリンク機構５０を採用したので、前面衝突時の冷却系１０の退避動作が
二種類の動作によって完結される。従って、機構学的に構成を成立させることが比較的容
易にできる。その結果、本実施形態によれば、作動に対する信頼性を向上させることがで
きる。
【００９１】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造によれば、第１リンク５２及び第２リン
ク５４のリンク長や支点の位置、突起部６６の曲率半径等を変更することにより、冷却系
１０の変位量を容易にチューニングすることができるという利点もある。
【００９２】
　〔第４実施形態〕
　以下、図９～図１２を用いて本発明の第４実施形態について説明する。なお、前述した
第１実施形態等と同一構成部分については、同一番号を付してその説明を省略する。
【００９３】
　図９には、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造の全体構成を示す正面図が示されて
いる。また、図１０には、当該車両用冷却系支持構造の要部に係るダメージャブラケット
の拡大斜視図が示されている。
【００９４】
　これらの図に示されるように、この実施形態では、冷却系１０とラジエータサポート１
４との間にダメージャブラケット７０を介在させ、当該ダメージャブラケット７０に冷却
系１０の下側マウント支持点を設定した点に特徴がある。
【００９５】
　具体的に説明すると、図１０に示されるように、回転変位手段としてのダメージャブラ
ケット７０は、冷却系１０の底面とラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１
８の上面との間に配置された下部７２と、この下部７２の外端から立ち上がり冷却系１０
の側面とラジエータサポート１４の側部２０の内側面との間のスペース３０に配置される
上部７４と、によって構成されている。なお、ダメージャブラケット７０は、樹脂材料に
よって構成されている。
【００９６】
　下部７２には冷却系１０の下側マウント支持部３４が設定されており、冷却系１０の下
縁側支持点とされている。なお、下部７２自体は、ラジエータサポートロア１８に固定さ
れていない。
【００９７】
　また、上部７４の下半分はラジエータサポート１４の側部２０の幅に略一致する前後方
向寸法を有しているが、上部７４の上半分は冷却系１０の前面よりも車両前方側へ突出さ
れている（以下、この部分を「当接部７６」と称す。）。当接部７６は、フロントバンパ
リインフォース１２と前後に対向する位置に配設されている。また、上部７４の上端部側
には、ボルト等の締結具７８（図１２参照）が挿通される締結具挿通孔８０が形成されて
いる。ダメージャブラケット７０は、上部７４がラジエータサポート１４の側部２０の内
側面に当接状態で配置されて、後方変位手段としての締結具７８を締結具挿通孔８０内へ
挿通させてウエルドナットと螺合させることにより、ラジエータサポート１４の側部２０
に固定されている。
【００９８】
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　さらに、上部７４の上端部側には、締結具挿通孔８０の前側に後方変位手段としての長
孔８２が形成されている。締結具挿通孔８０と長孔８２とは車両前後方向に同一直線上に
配置されており、又締結具挿通孔８０と長孔８２との間には同じく後方変位手段としての
円弧状の脆弱部８４が形成されている。
【００９９】
　次に、この実施形態の作用並びに効果について説明する。
【０１００】
　通常の車両走行時においては、図１１（Ａ）に示されるように、略枠状に構成されたラ
ジエータサポート１４に冷却系１０がマウント支持されている。
【０１０１】
　この状態から前面衝突時になると、図１１（Ｂ）に示されるように、衝突バリア３６か
らフロントバンパリインフォース１２に車両後方側への衝突荷重が入力される。このため
、フロントバンパリインフォース１２は、入力された衝突荷重の大きさに応じて車両後方
側へと変位する。フロントバンパリインフォース１２の車両後方側への変位量が所定量に
達すると、フロントバンパリインフォース１２がダメージャブラケット７０の当接部７６
に当接（干渉）する。
【０１０２】
　そして、更にフロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ更に変位し、脆弱部８
４に作用する車両後方側への衝突荷重が破断荷重を超えると、脆弱部８４が破断して締結
具７８は長孔８２内を車両前方側へ相対移動する。ダメージャブラケット７０の下部７２
はラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１８に固定されていないため、ダメ
ージャブラケット７０は長孔８２のストローク分だけ車両後方側へ移動する。なお、この
段階では、冷却系１０の下縁側はダメージャブラケット７０の下部７２に依然としてマウ
ント支持されている。上記により、冷却系１０はラジエータサポート１４のラジエータサ
ポートアッパ１６へのマウント支持点（上側マウント支持部３２）を中心として車両後方
側かつ車両上方側（図１１（Ｂ）の矢印Ｃ方向側）へ回転変位される。なお、ラジエータ
サポートアッパ１６が本発明におけるラジエータサポートの上縁側に相当し、ラジエータ
サポートロア１８が本発明におけるラジエータサポート下縁側に相当し、側部２０が本発
明におけるラジエータサポートの側縁側に相当する。
【０１０３】
　すなわち、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造においても、前述した第１実施形態
と同様に、前面衝突時にラジエータサポート１４を動かすことなく、冷却系１０を車両後
方側かつ車両上方側へ退避させることができる。その結果、本実施形態によれば、冷却系
１０が他部品と干渉して冷却系１０自体が損傷を受けるのを極力回避（効果的に抑制又は
防止）することができる。
【０１０４】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造においても、前述した第１実施形態と
同様に、前記のように前面衝突時にラジエータサポート１４を動かす構造ではないので、
エンジンルームの下部に配置されるサスペンションメンバ２２のフロントクロスメンバ２
４にラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１８が固定されている車種に対し
ても適用が可能であり、この点において本構造は非常に有益である。
【０１０５】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、前述した第１実施形態乃至第３実
施形態と異なり、冷却系１０を一旦持ち上げる必要がないため、前面衝突時の冷却系１０
の退避動作がダメージャブラケット７０の後退という一種類の動作によって完結される。
従って、機構学的に構成を成立させることが比較的容易にできる。その結果、本実施形態
によれば、作動に対する信頼性を向上させることができる。
【０１０６】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造は、冷却系１０のマウント支持点がラ
ジエータサポート１４のラジエータサポートアッパ１６とラジエータサポートロア１８と
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の上下であるため、そのような構成を採用する車種である場合に好適であり、かつ脆弱部
８４による固定解除荷重の管理だけを行えば安定した作動が得られるというメリットがあ
る。
【０１０７】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、後方変位手段を長孔８２及び脆
弱部８４と締結具７８とによって構成したので、ダメージャブラケット７０側には長孔８
２と脆弱部８４と締結具挿通孔８０を設ければよい。従って、締結具７８以外の構成が一
部品（ダメージャブラケット７０）に集約される。その結果、低コスト化、省スペース化
、及び軽量化を図ることができる。
【０１０８】
　なお、本実施形態では、脆弱部８４として締結具締結孔８０と長孔８２との間に薄肉部
を設定したが、これに限らず、所定値以上の荷重で破断等する構成であればよい。例えば
、締結具挿通孔８０と長孔８２との間を鍵穴状に連通して絞り部で締結具７８を保持する
ようにしてもよい。この点は、後述する第５実施形態にも同様に当てはまる。
【０１０９】
　〔第５実施形態〕
　以下、図１３及び図１４を用いて本発明の第５実施形態について説明する。なお、前述
した第１実施形態等と同一構成部分については、同一番号を付してその説明を省略する。
【０１１０】
　図１３には、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造の全体構成を示す正面図が示され
ている。また、図１４には、当該車両用冷却系支持構造の要部に係るダメージャブラケッ
トの拡大斜視図が示されている。
【０１１１】
　これらの図に示されるように、この実施形態では、冷却系１０の側面とラジエータサポ
ート１４の側部２０との間にダメージャブラケット９０を介在させ、当該ダメージャブラ
ケット９０に冷却系１０の側部側マウント支持点を設定した点に特徴がある。
【０１１２】
　具体的に説明すると、図１３に示されるように、回転変位手段としてのダメージャブラ
ケット９０は、冷却系１０の側面とラジエータサポート１４の側部２０の内側面との間の
スペース３０に配設されており、正面視では等脚台形状に形成されている。なお、ダメー
ジャブラケット９０は、樹脂材料によって構成されている。
【０１１３】
　図１４に示されるように、ダメージャブラケット９０は、正面視で等脚台形状に形成さ
れた本体部９２と、この本体部９２の高さ方向中間部から車両前方側へ突出された当接部
９４と、によって構成されている。
【０１１４】
　本体部９２の幅方向寸法はラジエータサポート１４の側部２０の幅方向寸法と略一致さ
れており、従って組付状態では、本体部９２が冷却系１０の前面よりも車両前方側へ突出
した状態で配置されるようになっている。また、本体部９２は内部空洞とされており、そ
の高さ方向の中間部には、側部側マウント支持部９６が設定されるようになっている。す
なわち、本実施形態では、冷却系１０がラジエータサポート１４の上縁側と側縁側との上
横複数ヶ所でマウント支持されるようになっている。なお、側部側マウント支持部９６の
外周前部には、内部空洞の当接部９４を補強するための補強用リブ９８が車両前後方向に
沿って延在されている。
【０１１５】
　また、本体部９２の上縁側及び下縁側には、前述した第４実施形態と同様構成の締結具
挿通孔８０、長孔８２、脆弱部８４が形成されている。
【０１１６】
　次に、この実施形態の作用並びに効果について説明する。
【０１１７】
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　作動説明図は使用しないが、基本的な作動は、前述した第５実施形態と同様である。す
なわち、通常の車両走行時においては、略枠状に構成されたラジエータサポート１４に冷
却系１０がマウント支持されている。但し、マウント支持点は、ラジエータサポート１４
の上縁側と側縁側の上横である。
【０１１８】
　この状態から前面衝突時になると、衝突バリア３６からフロントバンパリインフォース
１２に車両後方側への衝突荷重が入力される。このため、フロントバンパリインフォース
１２は、入力された衝突荷重の大きさに応じて車両後方側へと変位する。フロントバンパ
リインフォース１２の車両後方側への変位量が所定量に達すると、フロントバンパリイン
フォース１２がダメージャブラケット９０の当接部９４に当接（干渉）する。
【０１１９】
　そして、更にフロントバンパリインフォース１２が車両後方側へ更に変位し、脆弱部８
４に作用する車両後方側への衝突荷重が破断荷重を超えると、脆弱部８４が破断して締結
具７８は長孔８２内を車両前方側へ相対移動する。ダメージャブラケット９０は長孔８２
のストローク分だけ車両後方側へ移動する。なお、この段階では、冷却系１０の側縁側は
ダメージャブラケット９０の本体部９２に依然としてマウント支持されている。上記によ
り、冷却系１０はラジエータサポート１４のラジエータサポートアッパ１６へのマウント
支持点（上側マウント支持部３２）を中心として車両後方側かつ車両上方側へ回転変位さ
れる。
【０１２０】
　すなわち、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造においても、前述した第１実施形態
と同様に、前面衝突時にラジエータサポート１４を動かすことなく、冷却系１０を車両後
方側かつ車両上方側へ退避させることができる。その結果、本実施形態によれば、冷却系
１０が他部品と干渉して冷却系１０自体が損傷を受けるのを極力回避（効果的に抑制又は
防止）することができる。
【０１２１】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造においても、前述した第１実施形態と
同様に、前記のように前面衝突時にラジエータサポート１４を動かす構造ではないので、
エンジンルームの下部に配置されるサスペンションメンバ２２のフロントクロスメンバ２
４にラジエータサポート１４のラジエータサポートロア１８が固定されている車種に対し
ても適用が可能であり、この点において本構造は非常に有益である。
【０１２２】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、前述した第１実施形態乃至第３実
施形態と異なり、冷却系１０を一旦持ち上げる必要がないため、前面衝突時の冷却系１０
の退避動作がダメージャブラケット７０の後退という一種類の動作によって完結される。
従って、機構学的に構成を成立させることが比較的容易にできる。その結果、本実施形態
によれば、作動に対する信頼性を向上させることができる。
【０１２３】
　また、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造は、冷却系１０のマウント支持点がラジ
エータサポート１４のラジエータサポートアッパ１６と側部２０との上横であるため、そ
のような構成を採用する車種である場合に好適であり、かつ脆弱部８４による固定解除荷
重の管理だけを行えば安定した作動が得られるというメリットがある。
【０１２４】
　さらに、本実施形態に係る車両用冷却系支持構造では、後方変位手段を長孔８２及び脆
弱部８４と締結具７８とによって構成したので、ダメージャブラケット９０側には長孔８
２と脆弱部８４と締結具挿通孔８０を設ければよい。従って、締結具７８以外の構成が一
部品（ダメージャブラケット９０）に集約される。その結果、低コスト化、省スペース化
、及び軽量化を図ることができる。なお、この点は、前述した第４実施形態よりも本実施
形態の方が顕著である。
【図面の簡単な説明】
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【図１】（Ａ）は第１実施形態に係る車両用冷却系支持構造の全体構成を示す正面図であ
り、（Ｂ）はその側面図である。
【図２】図１に示されるダメージャブラケットの斜視図である。
【図３】第１実施形態に係る車両用冷却系支持構造の作動説明図に係り、（Ａ）は衝突直
後の状態を模式的に描いた側面図であり、（Ｂ）は冷却系が持ち上げられた状態を示す側
面図であり、（Ｃ）は冷却系が車両後方側かつ車両上方側へ回転変位した状態を示す側面
図である。
【図４】第２実施形態に係る車両用冷却系支持構造の作動説明図に係り、（Ａ）は衝突直
後の状態を模式的に描いた側面図であり、（Ｂ）は冷却系が持ち上げられた状態を示す側
面図であり、（Ｃ）は冷却系が車両後方側かつ車両上方側へ回転変位した状態を示す側面
図である。
【図５】第３実施形態に係る車両用冷却系支持構造の全体構成を示す正面図である。
【図６】図５に示されるダメージャブラケットの斜視図である。
【図７】第３実施形態に係る車両用冷却系支持構造の作動説明図に係り、（Ａ）は衝突直
後の状態を模式的に描いた側面図であり、（Ｂ）は冷却系が持ち上げられた状態を示す側
面図であり、（Ｃ）は冷却系が車両後方側かつ車両上方側へ回転変位した状態を示す側面
図である。
【図８】図７に示される要部を拡大して示す要部拡大側面図である。
【図９】第４実施形態に係る車両用冷却系支持構造の全体構成を示す正面図である。
【図１０】図９に示されるダメージャブラケットの斜視図である。図７～図９に示される
ダメージャブラケットの組付状態の斜視図である。
【図１１】第４実施形態に係る車両用冷却系支持構造の作動説明図に係り、（Ａ）は衝突
前の状態を模式的に描いた側面図であり、（Ｂ）は衝突後の状態を模式的に描いた側面図
である。
【図１２】図１１に対応する要部拡大側面図
【図１３】第５実施形態に係る車両用冷却系支持構造の全体構成を示す正面図である。
【図１４】図１３に示されるダメージャブラケットの斜視図である。
【符号の説明】
【０１２６】
　　１０　　　冷却系
　　１２　　　フロントバンパリインフォース
　　１４　　　ラジエータサポート
　　１６　　　ラジエータサポートアッパ（上縁側）
　　１８　　　ラジエータサポートロア（下縁側）
　　２０　　　側部（側縁側）
　　３２　　　上側マウント支持部
　　３４　　　下側マウント支持部
　　３６　　　衝突バリア
　　７０　　　ダメージャブラケット（回転変位手段、ブラケット）
　　７２　　　下部
　　７４　　　上部
　　７８　　　締結具（後方変位手段）
　　８２　　　長孔（後方変位手段）
　　８４　　　脆弱部（後方変位手段）
　　９０　　　ダメージャブラケット（回転変位手段、ブラケット）
　　９６　　　側部マウント支持部
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